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スキー回転技術の指導段階

第4報 片開 きプルーク系による指導
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1.緒 言

現在,世 界のスキ ー回転技術は,す べて脚 部の運動 を宝体 と したBeinspielTechnik

に統括 されてい るが,ス キ ー技術の指導 体系 や指導方法 においては問題 とな る点が多 く,

プル ーク ・ボ ーゲ ン,シ ュテム ・ター ン(グ ル ン ド ・シ ュブ ンク)か らパ ラ レル ・ターン

へ とい う一連の段 階的技術 に して も,パ ラレル ・ター ンヘスムーズに発展 してゆ くことが

困難で あるよ うに考 え られる.

過去 の技術 と指 導法 に関 しての史実をみ ると,1890年 か ら1896年 にMathiasZdarsky

が 回 転技術 として 「シ ュテム」 を編み 出 して,HannesSchneiderが シ ュテ ム ・シュブン

クに発展 させ たが,1933年Dr.FritzHoschekやProf.FriedlWolfgangは シ ュテ ムを

排 除 してパ ラレルの ままの シュブンクを主張 した.ま た,AntonZeelosが パ ラ レル技法

によ ってアルペ ン競技 に活躍 したことか ら,そ の ローティシ ョン技術 をフランスのEmile

Allaisが1937年 パ ラレル ・ター ンへのdirectmethodと して完成 させ た.し か し,1945年

以 後 オース トリアは,シ ュテム ・ク リスチ ャニァ とパ ラレル ・ター ンには共通 点が多い こ

ととシ ュテム ・ク リスチ ャニア習得 によ る応用範 囲の広 いこ とをあげて,ジ ャンプによ る

もの とシ ュテムの幅 を しだいに狭 くして ゆ く導入法 をと り,1950年 頃 か ら リズ ムを助 けと

す るlegactionとliftofweight(upwardunweighting)を 強 調 するようになっ た.

更 に,1965年 に は,Kruckenhauser,S.1)に よ っ て開 脚によるク リスチ ャニ ア(Breit-

schwung)が パ ラレルへの有効 な導入法で あるとされた.1968年,Kruckenhauser,S.

とF.HoPPichler2)は,"DerRoteFaden"論 文 で,プ ル ーク・ボーゲ ンか ら早期 に内ス キー

の回 し方 を指導 し,開 脚姿 勢を利用 して山 回 りや横すべ りと関連 させ なが らク リス チャニ

アに発展 させ ることを発表 し,プ ルークはあ くまで リズ ムの 中での…定の時間 内に限 った

運動で あると した.つ まり,従 来の段 階的指導法の欠陥 を補い,開 脚 を基本 と した全体 的な,

最 初か らまとまっ た技術 と して 回転技術 を指導す るtotalskiingと い う考え方の 指導法

に大 き く進展 して きた3).

以上 のよ うに,パ ラレル ・ター ンへの発展段階 に関 しては,そ の指導方法論 的に非常 な
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進 歩 をみてい るわけで あ るが,し か し依然 と して 「シ ュテムか らパ ラレルへの壁」 とい う

問題 は,西 山4)も い って いるように,「 プルー ク ・ボーゲ ン,シ ュテム ・ター ンやパ ラレル

・ター ンは ,も ともと独立 した回転技術で,そ れを指導過程の 中の段階技術の性格 に変え

て きた といえ る.こ れで は完全 な指導段階 にな りきれ ない要素 を もって いるわけで,そ こ

に大 きな問題があ った.低 速安全性 に富んだプルーク ・ボーゲ ンは,初 心者の 回転導入 へ

の適切性を買われ,永 年初歩 回転技術の筆頭 として安定 した位 置づけがな されて きたが,

パ ラ レル ・ター ン習得 には障害とな る点が多い.シ ュテム ・ター ンに して も同様で,必 ず

経 過 しなければな らない とされて きたス キーをハ の字 に開 く動作 は,本 来 いか なる方法 を

用いて も,パ ラレルの運動要素 に結 びつ け ることは困難で あ る.」

そ して,日 本の…般 的ス キーヤーの現状 が,お もに短期 間学習で あ ることか ら,短 期 間

でのパ ラレル ・ター ン(ウ ェーデ ル ン)技 術習得 の効果 的指 導段 階の組 み立 ては大 きな意

義が あると考え られ る.そ れで,筆 者 は初心者 を主 な対 象と して実験 的に指導段階の構成

を探 ってい るわけで あるが,本 紀要第3号5)お よ び第4号6)で 発 表 したパ ラレ.ル系 によ る

指導での問題点,す なわち,き っかけ時のエ ッジ ング,タ イ ミングやバ ランスの困難 さお

よび学習初 期習得技術 の実用 的評 価の低 さか ら,本 研究で は,シ ュテム(プ ルーク)の 悪

癖 をな るべ く残 さず,実 用性 と安全性 を考慮 して,変 則 的プルークで あ る片 開きプルーク

系 を主体 にした指導段 階を展 開す ることに した.

片 開 きプルー ク(谷 開 きシ ュテム)が,パ ラレルへの有効 な手段 として採 り上 げ るよ う

にな ったのは,1968年 頃 か らで,Kruckenhauser,S.,F.HoPPichler7)は,H.Schneider時

代 か らのア ップシ ュテ ンメ ン(Abstemmen)と は異質 な もの と して,上 級者 の実用 的価

値や積極 的な ター一ン(Umsteigschwung)へ の 発展 とともに指導上 も効果 があ るとした.

西 山8)も,シ ュテ ムか らパ ラレルへのスム ーズな移行 可能性 と実用性の点か ら 「新 しい谷

開 きシュテム ・ク リスチ ャニア」 を唱 えてい るし,日 本スキ ー教程9)で も,基 本技術 のパ ラ

レル ・ターンや発展技術 の ピボ ッ ト ・ター ンへの有効 な練習種 目として谷 開 きター ンを採

り上げてい る.し か しこれ らは独 立 した形で のパ ラレル導入 として取 り扱 ってい るもので,

段 階的指導の方法 としては,1975年,第10回 イ ンター ・シーo)(於 チ ェコス ロバ キア,ビ

ソケ タ トリ)で,日 本が 「谷 開 きによ る基 本パ ラレル ・ター ンへの指 導法 および発展技術

への導入」 として発表 したのがみ られ る.平 沢11)も,「 片ス キー開きによる踏 みつ け,立

ち上が りか らウェーデル ンへ」進 め る指 導法を展開 してい るが,ほ かには見受 け られない

ようにi〔塁う.

最 近,西 山12)が,3日 間 でパ ラ レル ・ターンを習得 させ る独 自の指導過程を発表 してい

るが,ス キ ー回転技術についての一-i一した指導段階 に関す る研究や発表は,学 会では きわ

めて少ないよ うに思 う13).

そ こで,ス キ ー回転技術 におけ る,短 期間学習でのよ り効果的な段階的方法の指針を得

るため に,本 研究 は,女 子学 生の初心者3群 に対 して,そ れぞれ シュテム系,パ ラレル系,

片 開 きプル ーク系 の指導段階を実地に展開 し,そ の比較の もとに考察を試み ることにした.
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}余

凪
目

降

工
し

山

回

(その場テールずらし)1斜 滑降姿勢
から,ス トックをささえにし1

て,そ の場で,膝 を曲げながらテー一ルを1
② 下へずらす.一 一慣れてきたら,テ ー一ル1
を山側へ大きく踏み出してからず らした1
り,テ ールを山側へ跳ね上げてか らずら
したりする・ …

(山 回 り)i
その場テールずらしから除々に滑りなが
ら同じ動作を行なう.一一一慣れてきたら,2
斜滑降の角度をしだいに急にとって山回
りをする.Ii

0.05
(50)

一.-L_一

0.05i

(50)

③
10.101'(60) 0.10

(60)

11-一 ・i
tI

it

O.40i

(80)0.40(80)

lIlIi

i-一π 一　 一一一一一一一一一`一一
1-一一一-『-r】

0.5010.20;1.10

1(80)1(80)(80)

i

2.10

(直 滑 降 か らテ ー ル ・ホ ッ プ山 回 り)

④ 毫轡 享L尭?篶準 雛 ま
えの要領から山回りをする.:

1

にう

・

り
は

喝
娯
フ
ず
回

ンポ
は

山

,、
が

て

　レ
け

し魂
ら

-

ッ

、
}ら
ホ蟹

嫁
斜
テ

⑤

611(テ ー ル ・ホ ッ プ ・タ ー ン)噛Irll一 一　

/07VIL:讐 鉾 繊 秘 囚1㌔1型㌔
!② 臨 旙 薮 き鞭 磐 堕蹴 垢iI:0.30(30):0.30(30)字
ンi

,上 げ塾 くLzゆ く・i -_⊥_i

…回 一マ・,,-f一ゲン)… 旧llb灘[α3・Il
指 導1削1冶 計1.454.00「4.052,3512.25

注:指 導時間の欄の ↓印は,指 導項目として指導はしたが,短 時間にすませたもの,漸 進的

過程のもの,時 間記録のはっきり出せなかったもの等で,そ の記録時間は次の指導項目

に含めて示 している.

第1-3表Ts.グ ル ープの指導段階と指導所要時間

基 礎 課 程 〔()内 は,学 習要領をほぼ把握 した者の%.〕

要 鉦

指 導 日寺 間(h.)

-

R
【目

2

日

口
日

3

日

目

4

日

1

小 合

計 計

　 　1(直 滑降姿勢と膝屈伸)

① ・平地で,直 滑降の幕本姿勢をとり,足 首■
1膝 の屈伸をする.

1(直 滑麟 勢と膝酬
ト ース トック使用)1

平 ② 暖峯 あ雫轡 三聯 あ謙雪整 …
地 ・ を 加 え る.

で 一一一 十 一一 一 一皿一 一 一 一 一 一l
I(両 開 き プル ー ク動 作)

塞 ③1ぎ警品輔 響 難 鰍鞍1
本1一 ク姿勢をとる・1

/

↓

L L

」

↓

/



294 奈 良 大 学 紀 要 第5号

姿

勢

と

基

本

動

作

2

写
一

"
月

降

し
し

(片開 きプルーク動作)
平地で,③ と同様に,片 側スキーのテー

④ 岩鯉 撚ぞ騰 ゴ繭≦奮灘
同 じ側 の ス トック をス キ ーの トップ ・べ

_____________
II.挫 唖 に つ く よ塾 す る ・ 一一一_
1(先 開 き踏みかえ回り)

平地で,ス トックを使 ってスキーを滑ら⑤
せながら,ス キーの先を開 くような踏み

… かえを繰り返して回る.

⑥!鞭 ,宥 う1ターン,醐,起 立)

⑦ 懸翻 織 綴 箇編 .

⑧ 購 難 櫻 申をして,先開

∵ 購騨 犠 勲 こと

⑩ 讐鞭 総,禰 脚 プ

}ill
ill
ヶllllblli…0.35(90)

十 一.,1_

・li

O.20「10.20

(VO)i'CRD)

一 一一 一

〇.20
(80)口 口0.20(80)

・1副1↓0.10(80)

0.10

(70)↓
1↓ 一 ケ100)
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1.15

(直滑降と両開きプルークの連続)
片 屈膝両開きプルークから,ス キーを踏み
⑪ つけるように膝を伸ばしてテールの開き

開 纂 奮詰:再 び屈膝プルークをするの

き(片 開きプルーク)

⑫ 基本姿勢の直滑降から,屈 膝片開きのプ

プ ルークをする.

(左右交互に片開きブルークの連続)ル
屈膝片開きプルークから,片 開きのスキ
ーを踏みつけるように膝を伸ばしてテー

(1 ルの開きを少なくし
,つ ぎは反対側の屈

膝片開きプルークをするのを交互に繰り
返す.ク

(左右交互に片開き プルー クの連続 一…
ス トック使用)

⑭ ⑱の動作に,ス トックを交互につ くこと
を加えて,伸 膝のときスキーをパラレル
に揃えるようにする.

鋤1鞍 緯灘
雌「⑯舞 禰 融 痴

ll⑰講 灘 継
鷺…⑱ 購 鰯 聯 て一 谷1亘!

0.15

(70)

0.15

(90)

0.15

(90)

0.45

(90)

;0.151
(70)'
ll
I

i

O.15'0.15

(60)(80)

ト

0.15

j(70)

一…1-一 一一

0.15
(90)
0.45

(90)

4.05

iT
O.1010.1010.35
(60)1(80)1(90)

.1

0.10
(90)1

0.20

(80)

1

0.55

(90)

ll
O.10
(90)
1

0.30

0.20

(80)
1

0.50;0.30

(40)1(70)

1 i

O.50,0.50

(40)(70)

」

1きll暢}

}1 　

1981儲1⑥50



高橋:ス キー回転技術の指導段階 賀ぎ4報 295

1∵ 臨懲穂 購 騨髭;
へ

い距離を滑る.

10 .20
(20)

指 導 時 閲 合 計

　 　 　

1

2.201.001.00

(40)(80)1(80)1

iI

i

1.45:3.55a151a45112,40

1:1

注:指 導時間の欄の↓印は,指 導項目として指導はしたが,

過程のもの,時 間記録のはっきり出せなかったもの等で,

に含めて示している.

短時間にすませたもの,漸 進的

その記録時間は次の指導項目

2.方 去
◎
O
'

1.対 象 者:奈 良教育大学女子学生,初 心者,18才 ～21才(平 均年 令19才),42名(J.

9名,Tp.10名,Ts.23名3個 班)

2.期 間:昭 和51年(1976)3月2日 ～5日,た だ しTs.グ ル ープ3個 班の うち2個

班は,昭 和50年(1975)3.月2日 ～5日,4日 間(実 習期間6日 間の うち).

3.場 所:長 野県 下高井郡野 沢温泉ス キー場,踏 みな らした比較的条 件の良 い斜 度50

～10。位 の ところで雪質はや や湿性準堅 雪 ,天 候 は晴と曇で時 々小雪.

4.方 法 ・手続:(1)全 くの初 心者の実習班をそのまま無作為に次の3群 として,そ

れぞれの指 導段 階を採用 し,実 地指 導を展 開 した.

① シ ュテム系 によ る学習群(J.グ ル ープ,9名)に は,日 本スキー教程14)基 本 技術 の練

習項 目と応用練 習項 日のバ リエーシ ョンの中か ら適 宜取捨選択15)し たJ.指 導段階(第

1-1表).

② パ ラレル系 による学習群(Tp.グ ル ープ,10名)に は,本 研 究第2報16),第3報17)と

同様 のTp.指 導 段階(第1-2).

③ 片 開 きプルーク系 による学習群(Ts.グ ル ープ,23名3個 班)に は,Ts.指 導段 階

(第1-3表).

(2)指 導 時間は,初 日が11.00時 ～12.30時,13.30時 ～15.00時,2日 目か ら9.00時 ～

11.30時,13.00時 ～15.30時 で,休 憩は適:自:とることに した.

(3)初 歩 動作(平 地での,ス キー着脱,ス トック保持,歩 行,踏 み換 え,方 向変換,転

倒起立など)は,初 日の最初 に初心者 グループ全体 に対 して約1時 間余 り一斉指導 した.

(4)各 群 の指 導過程 や学習結果の相違 が,指 導者 や学生 に及 ぼす心理 的影響 を考慮 して,

指 導 者には事 前に,特 に 自己のペ ース を守 って指導展 開す ること,学 生 には各群異 なる学

習方法を用 い るので習得技術 に も差異の あることを説 明 した.

(5>各 学 習項 目の要領説明や示範,指 導時間,矯IE,注 意 事項,休 憩,指 導隊形な どは

全 部指 導者に 一任 して,特 別 な規制 は しなか った.

(6)記 録 事項 は,グ ループ毎 に,各 学習項 目につ いての指導 に要 した時間 と,そ れぞれ

の動 作や運動 の要素 を把握 したと思われ る習得 者数のパ ーセ ンテージを指導者の主観で記

録 し,学 習状態 を観察 した.た だ し,指 導時間 には,学 習場の整地 やラ ッセル,移 動は含

まず,指 導のための リフ ト塔乗は,待 ち時間 を除 いてその 中に含め た.ま た午前,午 後 と

反復指 導 した場合 は合計 時間 をその学習項 目の指導 時間と した.

(7)指 導者 は,い ずれ もス キー経験年数10年 以上の全 日本ス キー連盟公認準指導 員(資

格取 得後5年 以上)の 有資格者で,体 育担 当の 高等学校教諭,平 岡(J.),稲 葉(Tp.),中

井,松 田,お よび筆者(Ts.)で あ った.
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Table2. Thetimerequiredforteachingeachmaintechnique,andthe

percentageofthefemalegroupmembersmasteredtheskill.

Unit:Hour ():percentage

Group

_一 一一

J

Maintechnique

Straightdownhill

Snowplow

Snowplowturn

run

Traverse

Day

1st

0.45

(80)

0.35

(60)

2nd

0.50

(90)

1.50

(75)

3rd

0.10

(90)

0.45

(80)

4th

I

i

Total'Percentageoftime

Stem
Christie

に
」
)

4

(U
●
Q
ゾ

ー
⊥
(

3.10

(80)

Sideslip

Uphillturn

14

25

0.40

(75)

1.10
(80)
2.05

(90)

3.55

(90)

1
0.15

(60)1

0.15

(80)

0.30

(80)

31

0.45

(70)

1.25

(70)

4

0.20

(40)

0.20

(50)

Snowplowuphillturn

1,20

(40)

1.20

(40)⊥

11

10

0.40
(45)ll

1一 一

Essential

ground

Total

exerciseatthelevel

Straightdownhillrun&Step
around

Traverseposition&Sideslip

1.20

0.40
(45)

3.40 12.45

5

4.00

0.30

(55)

3.45 100

0.10

(75)

0.40

(75)

頁
」
)

5

0・瓜
U

(U
(

5

0.40

(70)

0.10

(70)

0.30

(90)

2.15

(90)
18

1.40

(50)

0.3510.45
C70)IC90)

3.00

(90)
24

Tp.

Tailhop&Replace 0.20thetail ト 　

1(70)i
1.30

(65)0.40(80)12,30(80):2・}

Traverse&Uphillturn

Parallelturn

1.50

(65)
0.20

(80) ■

2.10

(80)
18

0.50
(45)
0.30
(70)

1.20

C70)
11

(Snowplowturn) 0.30
(90)

0.30

(90)
4

Total 1,45 2,35112.254,00!4,05

1」1
コロ　　コ　　　

1.05.10.10

(80)i(90)

100

Essentialexerciseatthelevel

ground

Straightdownhill
sidedsnowplow

run&One一

Ts. Traverse&Down-sidedsnowplow

1.15

(90)

0.40

(65)

i
1.15jO.55
(70)(85)

0.30
(85)

1.15
(90)

一一1-}"m-

4.05
-_一 一C90)

0.30
(85)

10

32

4

Parallelturnfrom

snowplowturn

one-sided 2.00

(30)

2,20

(60)

2.30

(80)

6.50

(80)
54

Total 1.45 3.55 3.15 3.45 12.40 100
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3.結 果 と 考 察

3群 の各指導段階に対する指 導所要時間 とskillの 習 得状況は,第1-1～3表 および

Table2の と おりで ある.

これ によ ると,4日 間 の指 導期 間で,4日 目の学 習進 度やskillの 習 得状況は,日 本ス

キ ー教程のシ ュテム系学 習によるJ.グ ル ープでは,プ ルーク ・ボーゲ ンは殆ん ど完全 に

習得 してい るが,そ こか らシ ュテム ・ター ンへの導入 的学 習の段階 までで終 り,パ ラ レル

・ター ンは勿論の ことシ ュテム ・ター ンも指導で きなか った.パ ラレル系学習 によるTp.

グ ル ープで は,原 始 的,基 礎 的なパ ラレル ・ター ンを約70°oの 者 が習得 し,し か もプルー

ク ・ボーゲ ンも約30分 間 の学習で,J.グ ル ープ とほぼ同程 度に習得で きている.こ の点 に

関 して,こ れ ら2群 の指導結果が前回18)の 報 告 と も一致 して いることか ら,短 期間のパ ラ

レル ・ターン習得 には,女 子学生 にとって も,シ ュテム系 よりパ ラ レル系 学習の方が効果

的指導段階で あるとい うことが実証 された ように考え られ る.

これ に対 して,片 開 きプルーク系 学習によ るTs.グ ル ープでは,初 歩的なパ ラレル ・タ

ーンを約70～80%の 者 が習得 し
,し か も左右交互の連続 した片開 きプル ークが,J.指 導段

階のプルー ク ・ボ ーゲ ンとシュテ ム ・ター ンを結合 したよ うな技術 となって,そ のskill

を殆 ん ど習得 してい る.

2日 〔の習得状況 をみると,J.グ ル ープははやプルーク ・ボーゲ ンを不安定 なが ら約75

%の 者 がで き,Tp.グ ル ープはテールお きかえでわずかにスキーの方 向を タ0ン 的にかえ

るよ うにな っている(60%).Ts.グ ル ープは左 右交互の片開 きプルー一クで 自然にス キーの

方向をかえて(60%),片 開 きターンに展開 して いる(40%).

3日 目では,J.は プ ルーク ・ボーゲ ンが殆 んどで きるよ うにな り,シ ュテム ・ターンへ

の導入 には いって いる.Tp.は パ ラ レル ・ターンを約50°oの 者,Ts.は 片 開きター一ンか ら

パ ラ レル ・ターンへ約60%の 者 がそれぞれ習得 して くる.

これ らの学習結果か ら,短 期間でのパ ラ レル ・ターン(ウ ェーデル ン)習 得 に目標 を限

定すれば,パ ラ レル系(Tp.)や 片 開きプルーク系(Ts.)の 学 習が,シ ュテム系(J.)よ

り効果的で あるといえ る.

また,1日 目 や2日 目位の学習初期 におけ る 習得技術の実用性の点か らいえば,J.や

Ts.学 習 の方がTp.学 習 よ りす ぐれてい ると考え られ る.し か し5日 目以後19)に な ると,

す なおな,自 然な形でパ ラ レル ・ターンがで きるのはTp.の 者 で,Ts.の 者 はやや もする

とスキ ーのV字 型が現 われ,J.の 者 はシ ュテムの型 がど うして も消えないよ うに思われる.

次 に・ 日本ス キー教程の基本 的な技術要素 や指導過程 の組 み立 てにつ いて は,J.指 導 段

階 として,本 紀要第320)で 考 察 したが,プ ルーク ・ボーゲ ン,シ ュテム ・ター ンそ して

パ ラ レル ・ター ンへ と展 開する基 本技術 の段 階は,技 術 の並列 的組 み立 てで あ り,指 導者

の効果 的な指導方法 に期待 されてい る.し か し一般 的には,本 実験 のよ うに教程 にあるバ

リエーシ ョンを取捨選択す る程度で あるので,早 期パ ラレル ・ター ン習得 とい う点では期

待 す ることはで きないよ うに思われ る.パ ラレル系 の 「伸 び上 が り抜 重によるテールの お

きかえ と横ずれ」 によ る原 始的パ ラレル ・ターン形成 を主体 とす るTp.指 導 段階の基本構

成 につ いては,主 と して本紀要第421)で 考 察 を加 えた.そ こで,今 回試案の片開 きプル

ーク系Ts .指 導 段階 につ いて考 えてみ たい.

「緒言」で記 した ように,第10回 イ ンター ・シーで,日 本は谷開 きによるパ ラ レル ・タ

ー ンへの指 導法 を発表 したが
,谷 開きと リズ ムを運動の主体 と して,プ ルークか ら開脚 ウ
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工0デ ルンまで0貫 した運動要素で技術を発展 させた.こ の方法は,Ts.指 導 段階の運動

要素の基本理念 と同様で あり,Ts.は 片 側プルー クでの屈膝押 し出 しとfooting,そ して

次の 回転 内側へ膝 をきりかえなが らの伸脚 を リズ ムの中 に溶け込ませ て…つの ターンを形

成 している.す なわ ち,片 開 きプル ークとい う平衡 性 と実用性の上 に立 って,脚 と くに膝

の屈伸 と左右 への き りかえ を リズ ミカル に結合 させて,パ ラ レルへのtotalmotionと し

てい る.し たが って,従 来の ような独立的技術の積み重ね的指導段階ではな く,パ ラ レル

・ター ン(ウ ェーデ ルン)の 運動要素 を片開 きプル ークとい う操作で,終 始一貫 して学習

させ よ うと して いる.

そ れか ら,J.の プ ルーク ・ボーゲン技術の実用性 とその回転 による初心者の心理 的満足

感は,Ts.の 左 右交互の片開 きプル ークが,基 本操作 を異 に して も,プ ル ーク ・ボーゲ ン

と類似 の ター ンをするこ とにな り,同 様の評価 をす ることがで きると考え られ る・

タ0ン 形成上 の 最 も重要な時期におけ る 片開 き(谷 開 き)そ の ものの 理念 と して は,

kruckenhauser,S.,F.HoPPichler22)はcheck的 要 素 か らウムシ ュタイク ・シ ュブ ンクへ

の発展 として とらえ,西 山23)は平 踏 み先落 と し的に操作 して いる.ま た 日本ス キー教程24)

で は キ ッカケの タイ ミングをつ かむこ ととして谷ス キーでの雪面の と らえに主体 をおいて

いる.い ずれ も回転技術 の指 向 と方法上合 目的的に処理 して いるが,Ts.で は,踵 の押 し

出 しと雪面の と らえ,そ してその足 がか り(footing)か らの谷膝 きりかえの有利性 と滑降

の安定性 に評価観点 をおいてい る.

しか し,こ の片開 きプル ークか ら発展す るパ ラレル ・ター ン(ウ ェーデ ル ン)は,そ の

学習経験か らの神経支配 的こん跡のためか,ス キ ーのV字 型が現われやすい.こ れ がTs.

指 導段階の問題点 と して あげ ることがで きるので,「 片開 きター ンか らパ ラレル ・ ター ン

へ」 の学習項 目の時点で,早 期 に両脚 同時操作 を強調 してゆ く必要が あるよ うに思 う.

本 研究 の三指導段階の 中では,Ts.が 最 も効果 的な もので あると考え られ るので,こ れ

を主構成 と して,Tp.系 の ス キー操作 や動作 に含 まれ る有効な内的要素を加味 した一つ の

指 導体系 を構成 することがで きな い ものか,と いうことが本研究の 目的で もあり,課 題で

あろ う.

4.要 約

初 心者を対称 としての短期間学習 によるパ ラ レル ・ターン(ウ ェーデル ン)習 得の効果

的な段階的指 導方法 には,研 究 すべ き問題が残 されて いる.そ こで,女 子学生の三群 を対

象 に三系列(シ ュテム系,パ ラレル系,片 開きプルーク系)の 指導段階 をそれぞれ実地 に

4日 間指導 し,各 群 の比較の もとにその学習効果 や基本操作,動 作の要素 を考察 して,よ

り効果的な指導段階構成 の指 針を得 よ うとした.そ の結果の概要は次の ような もので ある.

1.短 期 間学習によ るパ ラレル ・ター ン(ウ ェーデ ルン)習 得 には,パ ラ レル系 や片I」f=1

き プル ーク系 学習がシ ュテム系学 習よ り効果 的で ある.

2.学 習 初期の実用的skillは,シ ュテム系 や片開 きプルーク系 の学習がパ ラ レル系 の

もの よりす ぐれてい る.

3.各 系 列の基本的概念 としては,シ ュテム系 が,/固 々の技術の積 み重ね 的要素 が強 く,

パ ラ レル系 は,最 も単純で原始的な ター ン構造 か ら指導過程 をと らえてい る.片 開きプル

0ク 系 は,パ ラ レル系 の欠点で ある平衡 性 と実用性 を考慮 して,片 側のプルークか ら発展

させ,膝 の屈イ中と左右への きりかえをパ ラレルへのtotalmotionと して一一貫 させてい る.

4.片 開 きプル ーク系 学習者のパ ラレル ・ター ンは,回 転後期 にス キーのV字 型 が現 わ
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れ や すい.

5.今 後 の研究課題 としては,片 開 きプルーク系 を基本構 成 として,そ れにパ ラレル系

の有効要素を編入 した,よ り効果 的な段 階的方法の組 み立てであろ う.

終 りにあたり,本 研究の実地指導とその記録および意見集積には,SAJ公 認準指導員,平 岡弘一,

稲葉悟史,中 井公人,松 田真三,各 氏の協力を得たので,こ こに記して厚 く感謝の意を表する.
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Summary

Thepurposeofthispilotstudywastoexamineexperimentallytheeffectsoflearn-

ingandthefactorsofthemovementintheone-sidedsnowplowsystemofteaching

(`Ts.'systeminthispaperforshort),forinquiretheconstructionofthemoreef-

fectiveteachingprocedureintheskiturntechniqueforskibeginners.

Accordingly,inthepracticalteachingofskiing,eachinstructoratNaraCollege

ofEducationtaughtinthecourseofthefour-day-lessonseparatelyeachskitech-

niqueofthethreeteachingprocess,thatis,thesnowplowsystem(`J.'systeminthis

paper),theparallelsystem(`Tp.'system)andtheone-sidedsnowplowsystem(`Ts.'

system),toeachgroup(J.,Tp,andTs.groups)oftheskibeginnersoffemale

students.

Inthisexperimentalteaching,thetimerequiredforteachingeachlearningstep

andthepercentageofthegroupmemberswhomasteredeachshillwereshownas

inTablesland2.Attheendofthefour--day-lesson,thepercentageofthestudents

whomasteredtheskilloftheelementaryparallelturn(orWedeln)wasabout70%

intheTp,groupandabout80°ointheTs,group,butintheJ,groupwehadno

effectiveresults.Andattheendofthesecondday,thestudentswholearnedthe

skillineachwayoftheJ.andtheTs,systemswereelzjoyingtheskiingbytheuse

ofsuchutilitytechniqueassnowplow,snowplowturn,one-sidedsnowplowandone--

sidedsnowplowturn.ButitwasimpossiblethatthestudentsoftheTp.groupadapt

practicallysuchskillastail-hoppingandshifting.

TheaboveinstancesshowthattheTs,one-sidedsnowplowsysteminthestudy

wasthebesteffectiveforfemalestudentstolearntheskiturntechniquethanthat

oftheothersystems.

ThebasicphysicalmotionandactionofskiersintheTs,systemaretobendand

extendtheknees,andtomovethekneestoleftorright.Anditiscomposeda

consistenttotalparallelmotionfromone-sidedsnowplowaction,outofconsideration

forthebalanceandtheutility.Butthereissuchaweakpointasthelearnersopen

theski-tailsinthefinalstageofaparallelturnintheTs.system.

Theproblemtobesolvedishowtoconstructthemoreeffectiveteachingpro-

cedure,includingthefactorsoftheTp.parallelmovementinthe'Ts.one-sided

snowplowsystemofteaching.


